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第331回 所長会議議事要旨 

日   時  令和５年8月30日（水）13：30 ～ 14：47 

場   所  研究本館 小林ホール ＋ ウェブ会議（Zoom） 

出 席 者 

【構成員】  山内機構長、足立理事、内丸理事、岡田理事、幅理事、齊藤素粒子原子核研究所長、 

小杉物質構造科学研究所長、小関加速器研究施設長、波戸共通基盤研究施設長、 

小林J-PARCセンター長（東海キャンパス所長） 

【オブザーバー】住𠮷𠮷監事、辻監事 

【管理局等】   五味田総務部長、永木研究協力部長、外山施設部長、幸田参事役、柴沼参事役、 

圷監査室長、櫻井人事労務課長、仲島情報基盤管理課長、永見主計課長、飯塚経理課長、 

岡田研究協力課長、丹生国際企画課長、佐藤施設企画課長、山本整備管理課長、柴原東海管理課長、 

日下田福利厚生室長、枝川決算室長、岩見外部資金室長、河西 QUP業務推進室長、 

山口国際プロジェクト推進室長、鈴木資産マネジメント室長ほか 

議 事 

【１】第330回議事要録の確認について 

資料１のとおり了承された。 

【２】協議  

（１）つくばキャンパス管理局管理会議室の予約心得について 

内丸理事から資料２に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（２）KEK日本学術振興会特別研究員（仮称）制度の新設に伴う関係規程等の一部改正について 

幅理事から資料３に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（３）「研究環境向上のための若手研究者雇用支援事業」における間接経費の取扱いに関する申合せの制定について 

岡田理事から資料４に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（４）就業規則等の一部改正について 

内丸理事から資料５に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（５）職員の在宅勤務に関する実施要項の一部改正について  

内丸理事から資料６基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（６）再雇用上限年齢の引上げに伴う再雇用職員就業規則の一部改正について  

内丸理事から資料７に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（７）教員公募（素核研・教授１名・ニュートリノ） 

齊藤所長から資料８に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（８）教員公募（素核研・准教授１名・エネルギーフロンティア） 

齊藤所長から資料９に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（９）教員公募（素核研・准教授１名・Belle） 

齊藤所長から資料10に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（10）教員公募（素核研・准教授１名・ハドロン）  

齊藤所長から資料11に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 
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（11）教員公募（素核研・准教授１名・理論）        

齊藤所長から資料12に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（12）教員公募（素核研・助教１名・Belle）        

齊藤所長から資料13に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（13）教員公募（素核研・特任助教１名・理論）        

齊藤所長から資料14に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（14）教員公募（加速器・特任助教２名・超伝導高周波加速器）      

小関施設長から資料15に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

なお、前回の公募で不調だった理由について質問があり、応募者がいなかったためであり、今回は関連コミュニ

ティへの周知先を増やし、日本加速器学会の年会や大学加速器連携協議会の総会の場を通じて意見交換を行うな

ど、超伝導空洞の開発研究という新たな分野に興味を持ち応募いただけるよう積極的に働きかけていく旨の説明

があった。 

（15）HEPnet-J/scの組織及び運営に関する覚書の締結について      

岡田理事から資料16に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（16）フランス国立科学研究センター研究交流事業「International Research Network (IRN) France-Japan Particle 

Physics Network（FJPPN）」への参加について       

岡田理事から資料17に基づき説明があり、審議の結果、和訳を一部修正することで承認された。 

（17）2023年度短期海外招聘研究員（第3回）受入計画について     

岡田理事から資料 18、別途配信 18 に基づき説明があり、審議の結果、４名のうち素粒子原子核研究所受入の１

名を保留としたうえで承認された。 

なお、素粒子原子核研究所受入の１名については、所属機関での雇用実態を確認するとともに、ほぼ毎年３カ月

程度招聘していることに本プログラムの趣旨に違和感があることから、受入計画を整理したうえで、改めて本会

議にて審議することとなった。 

（18）2023年度滞在研究員(第3回)の採用計画について       

岡田理事から資料19、別途配信19に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（19）大強度陽子加速器施設(J-PARC)放射線障害予防規程細則の一部改正について    

小林所長から資料20に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（20）特定有期雇用職員の雇用計画について（人事労務課(QUP)・特別事務専門職1名）    

永木部長から資料21に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 
 

＜協議事項（21）～（22）はクローズド協議＞ 

（21）特定有期雇用職員の雇用計画について（特定人事・物構研・特別助教１名・ミュオン）   

小杉所長から別途配信22に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

（22）特定短時間勤務有期雇用職員の雇用計画について（特定人事・加速器・特別技術専門職 1名）   

小関施設長から別途配信23に基づき説明があり、審議の結果、資料の通り承認された。 

 

   【３】報告＜クローズド＞ 

（１）特例給与の設定について（報告） 

岡田理事から別途配信24に基づき報告があった。 

                                                                                                        以上 


